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　要旨

アマオブネ Nerita albicilla Linnaeus, 1758は，熱

帯太平洋から日本中部まで広く分布するアマオブ

ネ科に属する草食性巻貝である．イボニシ

Reishia clavigera (Küster, 1860)は，北海道南部，

男鹿半島以南に分布するアッキガイ科に属する肉

食性巻貝である．従来の研究では，アマオブネに

おいては野中・冨山（2000），竹ノ内・冨山（2003）

によって，イボニシにおいては吉元・冨山（2014）

などによって報告されてきたが，アマオブネにつ

いて成長線・潮汐輪の調査をした研究例は無い．

本研究では，2種の貝のサイズ頻度分布，アマオ

ブネにおいては成長線・潮汐輪の調査を加えて行

い，アマオブネとイボニシの生活史を明らかにす

ることを目的とした．

調査は，鹿児島県鹿児島市桜島の袴腰海岸の

潮間帯で行った．1914年の大正噴火によって噴

出した溶岩で形成された岩礁性及び転石性の潮間

帯である．材料はアマオブネとイボニシの 2種の

巻貝である．サイズ頻度分布調査では，桜島袴腰

大正溶岩において，2017年 12月から 2018年 11

月の期間に毎月 1回，大潮の干潮時に，潮間帯中

部付近のアマオブネとイボニシを無作為に 30個

体程度ずつ採集した．アマオブネの長軸長，短軸

長（mm），イボニシの殻高，殻幅（mm）を，ノ

ギスを用いて 0.1 mm単位まで計測し記録した．

成長線・潮汐輪調査では，サイズ頻度分布調査で

使用する 30個体のアマオブネの中から，毎月無

作為に 5個体を選択し，殻を削り成長線及び潮汐

輪の本数を調べた．殻を削るのにはグラインダ－

（＃ 150）を使用し，殻の螺塔の反対側を砥石に

押し付け殻の大きさが半分程度になるまで削っ

た．グラインダ－使用後，＃ 600，＃ 1500のガ

ラス板上にそれぞれ＃ 600，#1500の粉末酸化ア

ルミニウムを水で延ばし，殻の断面をこすり研磨

した．成長線・潮汐輪の観察には双眼実体顕微鏡，

エオシン染色法とスンプ法を用いた．アマオブネ，

イボニシ共に，サイズ頻度分布のヒストグラムは

一山型となり，新規加入の個体群を示す双峰型の

グラフにはならなかった．成長線・潮汐輪調査に

おいては，エオシン染色法，スンプ法どちらにお

いても，成長線・潮汐輪の本数を数えることはで

きなかった．双眼実体顕微鏡での観察では内部成

長線を確認できたが，本数を数えることはできな

かった．エオシン染色法での観察においては，肉

眼では全く線が見えなかった．スンプ法での観察

においては，所々に線を確認できたが本数を数え

られるほど明瞭にスンプを取ることはできなかっ

た．1年間を通してアマオブネ，イボニシともに

サイズ頻度分布に大きな変動がなかったため，新

規加入時期の特定には至らなかった．このことか

ら，新規加入は今年は無かった，もしくは，今回

の調査場所外で行われている可能性が考えられ

る．両種とも潮間帯中部付近の海水のかからない

場所で採取していたため，新規個体は両種とも潮
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間帯下部，もしくは水中に生息していたと推測可

能である．アマオブネに関しては，成長線・潮汐

輪のできる周期も不明であった．原因としては，

アマオブネの殻が非常に硬く研磨が足りなかった

ことが挙げられる．

　はじめに

鹿児島市桜島袴腰海岸には大小様々な大きさ

の転石が存在し，転石の下や砂礫中に多くの軟体

動物が生息する（Figs. 1, 2）．アマオブネ Nerita 

albicilla Linnaeus, 1758とイボニシ Reishia clavigera 

(Küster, 1860)も袴腰海岸に多く生息している（Fig. 

3）．アマオブネは，熱帯太平洋から日本中部まで

広く分布するアマオブネ科に属する草食性巻貝で

ある．日本において，日本海側では山口県以南，

太平洋側では房総半島以南に分布する．イボニシ

は，北海道南部，男鹿半島以南に分布するアッキ

ガイ科に属する肉食性巻貝である．

従来の研究では，アマオブネにおいては野中・

冨山（2000），竹ノ内・冨山（2003）によって報

告例がある．野中・冨山（2000）では，アマオブ

ネの新規個体加入は春と冬に生じるということが

示された．また，サイズの大きな個体は夏に潮間

帯下部に移動し，新規個体が加入する 12月には

中部に移動するということも示された．竹ノ内・

冨山（2003）では，アマオブネの幼貝は成長に伴

い潮間帯の広い範囲に生息域を広めること，大型

の貝は夏に潮間帯上部から中部へと移動している

ことが示された．

イボニシにおいては，吉元・冨山（2014）によっ

て報告例がある．吉元・冨山（2014）では，イボ

ニシは秋から冬にかけて繁殖が行われているとい

うことが示された．

アマオブネ，イボニシ共に基礎生態や生活史

を解析した報告例は上記のもの以外ではほぼ無

い .さらに，アマオブネについて成長線・潮汐輪

の調査をした研究例は過去に無い．
そこで，本研究では，2種の貝のサイズ頻度分

布，アマオブネにおいては成長線・潮汐輪の調査

を加えて行い，アマオブネとイボニシの生活史を

明らかにすることを目的とした．

　材料と方法

調査地　調査は，鹿児島県鹿児島市桜島の袴

腰海岸の潮間帯で行った（Figs. 1, 2）．1914年の

大正噴火によって噴出した溶岩で形成された岩礁

性及び転石性の潮間帯である．内湾のため 1年を

通して波は穏やかである．傾斜は緩やかであるが，

上部の傾斜は比較的急である．主に数㎝程の角

ばった多孔質で安山岩質の転石で構成されている

が，1 mを超えるサイズの岩も点在する．転石の

下には礫や砂も存在する．調査対象のアマオブネ

Nerita albicilla Linnaeus, 1758とイボニシ Reishia 

clavigera (Küster, 1860)の他にも，礫の下や隙間，

岩の表面に多くの軟体動物，巻貝が生息する（例

えば，ウネレイシガイダマシ，シマレイシガイダ

マシ，シマベッコウバイ，ゴマフニナ，イシダタ

ミガイ等）．本調査では，潮間帯中部付近でアマ

オブネとイボニシを見つけ取りで採集し調査を

Fig. 1．鹿児島市桜島袴腰海岸（調査地）の地図．

Fig. 2．調査地の写真．
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行った．

材料　アマオブネガイ目アマオブネ科アマオ

ブネ Nerita albicilla Linnaeus, 1758．熱帯太平洋か

ら日本中部まで広く分布しており，潮間帯の中部

の岩礁にすむ．殻は馬蹄形の半球状で，螺塔は小

さく巻き込まれて体層は大きい．表面には螺状脈

を具え黒白の絣状または帯状斑があり，時に赤褐

色も出現する．殻表面に太い螺肋があり，殻は黒

く白斑が混じる．殻口は広く，内唇滑層の部分は

板状でその表面に顆粒がある（吉良，1954；今原，

2016）．主に，潮間帯中部の礫を裏返し，見つけ

取りで採集した．

新腹足目アッキガイ科イボニシ Reishia clavi-

gera (Küster, 1860)．北海道南部，男鹿半島以南に

分布しており，潮間帯中部から下部にすむ．殻高

は 3 cm程度で，全体に黒褐～茶褐色の殻色で結

節が並ぶ．外唇内縁は黒褐色でそのやや内方に淡
肉色の疣状突起を並べる．殻口内は黄白 –黒．内

湾域では結節が目立たないものが多い．蓋は角質
黒褐色である（吉良，1954；今原，2016）．主に，

潮間帯中部付近に生息するイボニシを見つけ取り

で採集した．

サイズ頻度分布調査　桜島の袴腰海岸におい

て，2017年 12月から 2018年 11月の期間に毎月

1回，大潮の干潮時に，潮間帯中部付近のアマオ

ブネとイボニシを無作為に 30個体程度ずつ採集

した．採集した貝は持ち帰り，冷凍保存したのち

乾燥させ計測を行った．アマオブネの長軸長，短

軸長（mm），イボニシの殻高，殻幅（mm）を，

ノギスを用いて 0.1 mm単位まで計測し記録した

（Fig. 3）．

成長線・潮汐輪調査　サイズ頻度分布調査で

使用する 30個体のアマオブネの中から，毎月無

作為に 5個体を選択し，殻を削り成長線及び潮汐

輪の本数を調べた．

殻を削るのにはグラインダ－（＃ 150）を使用

した．粉末状の酸化アルミニウム（＃ 150）を砥

石上に撒き水で広げ，砥石を回転させ，殻の螺塔

の反対側を砥石に押し付け殻の大きさが半分程

度になるまで削った．グラインダ－使用後，＃ 600

のガラス板上に＃ 600の粉末酸化アルミニウムを

水で延ばし，殻の断面をこすり研磨した．その後，

＃ 1500のガラス板，粉末酸化アルミニウムでも

同様に研磨を行った．

成長線・潮汐輪の観察には双眼実体顕微鏡，エ

オシン染色法と，観察物の表面構造の型を取るよ

うに写し取ったものを観察するスンプ法を用い

た．#1500で研磨後の殻をまずは双眼実体顕微鏡

で観察した．その後，規定度 11.33–11.97Nの塩酸，

規定度 17.38Nの酢酸のそれぞれに 30秒ほど浸し

た．その後，エオシン染色法においては，エオシ

ンに 1分ほど殻の断面を浸し，肉眼で観察した．

スンプ法においては，スンプ板に殻の断面を 10

分間押し付けた後，スンプ板をスンプ台紙に貼り

付け，双眼実体顕微鏡で観察した．

　結果

サイズ頻度分布調査
2017年 12月から 2018年 11月における桜島袴

腰海岸のアマオブネの短軸長・長軸長のサイズ頻
度分布を Fig. 4，イボニシの殻幅・殻高サイズ頻
度分布を Fig. 5に示す．
アマオブネの短軸長　12月においては，20–

22.5 mmの個体が 57%となりサイズピ－クを取っ
た．次いで，17.5–20 mmが 40%，15–17.5 mmが

Fig. 3a．アマオブネガイの個体の殻計測部位．

Fig. 3b．イボニシの個体の殻計測部位．



284

Nature of Kagoshima Vol. 45 RESEARCH ARTICLES

3%であった．ヒストグラムは右肩上がりの形と
なった．1月においては，15–17.5 mmの個体が

57%で最も多かった．次いで 17.5–20 mmが 43%

であった．1月はこの 2階級でしかヒストグラム

Fig. 4．アマオブネのサイズ頻度分布 縦軸は（%），横軸は（mm）．
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が形成されなかった．前月 12月と反して右肩下
がりのヒストグラムとなった．2月においては，
17.5–20 mmの個体が 78%となり非常に多かった．
次いで 15–17.5 mmが 19%，20–22.5 mmが 3%で
あった．3月においても前月 2月と同様，17.5–20 

mmの個体が 81%となり非常に多かった．次い
で 20–22.5 mmが 16%，15–17.5 mmが 3%となっ
た．4月においては，17.5–20 mmの個体が 63%

となり非常に多かった．次いで 15–17.5 mmが
23%，20–22.5 mmが 13%であった．5月におい
ては，17.5–20 mmの個体が 57%となり非常に多
かった．次いで 15–17.5 mmが 37%，20–22.5 mm

が 7%であった．2–5月に関しては，15–22.5 mm

中の 3階級で一山型となるヒストグラムになっ
た．6月は，17.5–20 mmの個体が 51%でサイズ
ピ－クを取った．次いで 15–17.5 mmが 43%，
12.5–15 mm，20–22.5 mmが共に 3%となった．
この月で初めて 12.5–15 mmの個体が加入した．
7月は，7.5–20 mmの個体が 56%でサイズピ－ク
を取った．次いで 15–17.5 mmが 19%，12.5–15 

mm，20–22.5 mmが共に 13%となった．前月 6

月と比べ 12.5–15 mmの割合が増加した．8月は，
17.5–20 mmの個体が 57%となりサイズピ－クを
取った．次いで 15–17.5 mmが 37%，20–22.5 mm

が 7%であった．この月では 12.5–15 mmの個体
の出現は確認されなかった．9月は，15–17.5 mm

の個体が 53%となった．次いで 17.5–20 mmが
34%，12.5–15 mm が 13% で あ っ た．10 月 は
17.5–20 mmの個体が 61%となりサイズピ－クを
取った．次いで 15–17.5 mmが 27%，20–22.5 mm

が 12%であった．11月は 17.5–20 mmの個体が
60%となりサイズピ－クを取った．次いで 15–

17.5 mmが 31%，20–22.5 mmが 9%であった．前
月 10月と 11月は酷似したヒストグラムの形に
なった．12ヶ月中 8ヶ月でサイズピ－クは 17.5–

20 mmであった．サイズピ－クが 17.5–20 mmを
上回ったのは 12月の 20–22.5 mmのみで，2を下
回ったのは 1月と 9月の 15–17.5 mmであった．
3月に採集された 22.4 mmが最大サイズの個体，
9月に採集された 13.4 mmが最小サイズの個体で
あった．

アマオブネの長軸長　12月においては，27.5–

30 mmの個体が 50%となりサイズピ－クを取っ
た．25–27.5 mm が 33%，22.5–25 mm が 13%，
20–22.5 mmが 3%となった．ヒストグラムは右
肩上がりの形になった．1月は，20–22.5 mmの
個体が 73%で非常に多かった．次いで 22.5–25 

mmが 13%，17.5–20 mm が 10%，25–27.5 mm が
3%となった．2月は 22.5–25 mmの個体が 47%

でサイズピ－クであった．次いで 20–22.5 mmが
31%，25–27.5 mmが 19%，27.5–30 mmが 3%となっ
た．3月は，25–27.5 mmの個体が35%で最も多かっ
た．次いで，20–22.5 mmが 23%，27.5–30 mmが
19%，22.5–25 mm が 16%，17.5–20 mm，30–32.5 

mm共に 3%となった．6つの階級でヒストグラ
ムが形成された．4月は，25–27.5 mmの個体が
57% で最も多かった．次いで，22.5–25 mm，
27.5–30 mmが共に 20%，20–22.5 mmが 3%となっ
た．5月は，25–27.5 mmの個体が37%で最も多かっ
た．次いで，20–22.5 mmが 33%，22.5–25 mmが
20%，27.5–30 mmが 10%となった．6月は，22.5 

mm–25 mmの個体が 49%でサイズピ－クを取っ
た．次いで，25–27.5 mm が 31%，17.5–20 mm，
20–22.5 mmが共に 9%，27.5–30 mmが 3%となっ
た．7月は，22.5–25 mmの個体が 31%でサイズ
ピ－クを取った．次いで，25–27.5 mmが 28%，
27.5–30 mmが 25%，15–17.5 mm，20–22.5 mmが
共に 6%，17.5–20 mmが 3%となった．この月で
初めて 15–17.5 mmの個体が出現した．8月は，
25–27.5 mmの個体が 47%となり最も多かった．
次 い で，22.5 mm–25 mm が 27%，20–22.5 mm，
27.5–30 mmが共に，13%となった．9月は，20–

22.5 mmの個体が 38%でサイズピ－クであった．
次いで，22.5–25 mm，25–27.5 mmが共に 25%，
17.5–20 mmが 9%，15–17.5 mmが 3%となった．
7月以来，15–17.5 mmの個体が出現した．10月は，
25–27.5 mmの個体が 36%でサイズピ－クを取っ
た．次いで，22.5–25 mmが 30%，27.5–30 mmが
24%，20–22.5 mm が 9% と な っ た．11 月 は，
22.5–25 mmの個体が 31%でサイズピ－クを取っ
た．次いで，20–22.5 mmが 29%，25–27.5 mmが
23%，27.5–30 mm が 9%，17.5–20 mm が 6%，
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30–32.5 mmが 3%となった．3月と同様 6つの階
級でヒストグラムが形成された．サイズのばらつ

きが大きかった．サイズピ－クは月毎にばらつ
きがあったが，25–27.5 mmであった月が 5回と

Fig. 5．イボニシのサイズ頻度分布 縦軸は（%），横軸は（mm）．
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最も頻度が高かった．次いで 22.5–25 mmである
月が 4回であった．12月に関してはサイズピ－
クが 27.5–30 mmと大きく，反対に 1月と 9月
は 20–22.5 mmと小さくなっていた．12月に採集
された 29.8 mmが最大サイズの個体，7，9月に
採集された 16.6 mmの個体が最小サイズの個体
であった．
アマオブネのサイズ頻度分布　短軸長，長軸

長どちらもサイズピ－クが増大したのが 12月で
あり，小さくなったのが 1月と 9月であった．短
軸長と長軸長共にサイズピ－クの変動のタイミン
グが同じであった．どの月も新規加入の個体群
を示す双峰型のグラフにはならず，ほとんどグ
ラフにおいて山は 1つしか無かった．12月にお
いてのみ短軸長においてサイズピ－クがヒスト
グラムの右端であり，山型にはならなかった．サ
イズピ－クは，毎月 1つのサイズが突出してい
ることが多かった．
イボニシの殻幅　12月においては，12.5–15 

mmの個体が 42%でサイズピ－クとなった．次

いで，10–12.5 mm が 33%，15–17.5 mm が 21%，

7.5–10 mm が 4% となった．1 月においては，

12.5–15 mmの個体が 53%でサイズピ－クとなっ

た．次いで，15–17.5 mmが 23%，10–12.5 mmが

20%，17.5–20 mmが 3%となった．2月においては，

15–17.5 mmの個体が 47%で最も多かった．次い

で，12.5–15 mm が 36%，17.5–20 mm が 14%，

10–12.5 mmが 3%となった．3月は，12.5–15 mm

の個体が 43%でサイズピ－クとなった．次いで，

15–17.5 mm が 37%，17.5–20 mm が 14%，7.5–10 

mm，10–12.5 mm が共に 3% となった．7.5–10 

mmの個体の出現は 12月以来であった．4月は，

15–17.5 mmの個体が 40%で最も多かった．次い

で，12.5–15 mmが 27%，7.5–10 mm，17.5–20 mm

が共に 13%，10–12.5 mm，20–22.5 mmが共に 3%

であった．20–22.5 mmの個体の出現はこの月が

初であった．5月は，12.5–15 mmの個体が 52%

でサイズピ－クとなった．次いで，15–17.5 mm

が 32%，7.5–10 mmが 6%，10–12.5 mm，17.5–20 

mm，20–22.5 mm 全 て 3% と な っ た．6 月 は，

12.5–15 mmの個体が 53%でサイズピ－クとなっ

た．次いで，15–17.5 mmが 38%，10–12.5 mmが

6%，17.5–20 mmが 3%となった．7月は，12.5–

15 mmの個体が 68%でサイズピ－クとなった．

次いで，15–17.5 mmが 23%，10–12.5 mmが 6%，

17.5–20 mmが 3%となった．8月は，12.5–15 mm

の個体が 51%でサイズピ－クとなった．次いで，

15–17.5 mmが 37%，10–12.5 mm，17.5–20 mm共

に 6%となった．6–8月の 3ヶ月間は非常に酷似

したヒストグラムとなった．9月は，12.5–15 mm

の個体が 67%でサイズピ－クとなった．次いで，

15–17.5 mmが 30%，17.5–20 mmが 3%となった．

10月は，12.5–15 mmの個体が 73%で非常に多かっ

た．次いで，15–17.5 mmが 17%，10–12.5 mmが

10%となった．11月は，12.5–15 mmの個体が

56%で最も多かった．次いで，15–17.5 mmが

38%，10–12.5 mmが 7%となった．ほとんどの

月でサイズピ－クは 12.5–15 mmであった．12.5–

15 mmを上回ったのは 2月と 4月で共に 15–17.5 

mmであった．12.5–15 mmを下回る月は無かった．

4，5月に関してはサイズの幅が 10–22.5 mmであ

り，他の月よりも幅が大きかった．4月に採集さ

れた 20.3 mmの個体が最大サイズの個体，4月に

採集された 8.6 mmの個体が最小サイズの個体で

あった．

イボニシの殻高　12月においては，20–22.5 

mmの個体が 33%でサイズピ－クとなった．次

いで，17.5–20 mm が 29%，15–17.5 mm が 19%，

22.5–25 mmが 12%，25–27.5 mmが 8%となった．

1月は，20–22.5 mmの個体が 40%でサイズピ－

クとなった．次いで，17.5–20 mmが 30%，22.5–

25 mmが 17%，25–27.5 mmが 7%，15–17.5 mm，

30–32.5 mmが共に 3%となった．27.5–30 mmの

個体はおらず，ヒストグラムが途切れた．2月は，

22.5–25 mmの個体が 42%となり最も多かった．

次 い で，20–22.5 mm が 28%，17.5–20 mm が

17%，25–27.5 mmが 14%となった．3月は，20–

22.5 mmが 34%でサイズピ－クとなった．次いで，

20–22.5 mmが 26%，17.5–20 mmが 20%，25–27.5 

mmが 9%，12.5–15 mm ，27.5–30 mmが共に 6%

となった．15–17.5 mmの個体はおらず，ヒスト

グラムが途切れた．4月は，20–22.5 mmが 33%
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でサイズピ－クとなった．次いで，25–27.5 mm

が 23%，22.5–25 mm が 20%，15–17.5 mm が

13%，17.5–20 mmが 7%，27.5–30 mmが 3%となっ

た．5月は，20–22.5 mmが 39%でサイズピ－ク

となった．次いで，22.5–25 mmが 35%，17.5–20 

mm が 13%，27.5–30 mm が 6%，12.5–15 mm，

15–17.5 mm共に 3%となった．25–27.5 mmの個

体はおらず，ヒストグラムが途切れた．6月は，

20–22.5 mmが 50%でサイズピ－クとなった．次

いで，22.5–25 mm が 31%，17.5–20 mm が 16%，

25–27.5 mmが 3%となった．7月は，20–22.5 mm

が 55%でサイズピ－クとなった．次いで，17.5–

20 mmが 19%，22.5–25 mm，25–27.5 mmが共に

13%となった．8月は，20–22.5 mmが 43%でサ

イズピ－クとなった．次いで，20–22.5 mmが

31%，17.5–20 mm が 11%，25–27.5 mm，27.5–30 

mmが共に 6%，15–17.5 mmが 3%となった．9

月は，20–22.5 mmが 45%でサイズピ－クとなっ

た．次いで，22.5–25 mmが 24%，17.5–20 mmが

15%，25–27.5 mmが 12%，30–32.5 mmが 3%となっ

た．30–32.5 mmの個体の出現は 1月以来である．

また，27.5–30 mmの個体はおらず，ヒストグラ

ムが途切れた．10月は，20–22.5 mmが 67%でサ

イズピ－クとなった．次いで，17.5–20 mmが

23%，22.5–25 mmが 7%，25–27.5 mmが 3%となっ

た．11月は，20–22.5 mmが 38%でサイズピ－ク

となった．次いで，17.5–20 mmが 29%，22.5–25 

mmが 24%，25–27.5 mmが 9%となった．ほとん

どの月でサイズピ－クは 20–22.5 mmであった．

20–22.5 mmを上回ったのは 2月，3月，8月であっ

た．20–22.5 mmを下回る月は無かった．3，5月

に関してはサイズの幅が 15–30 mmであり，他の

月よりも幅が大きかった．最大サイズの 30–32.5 

mmの個体は 1，9月に出現している．9月に採

集された 31.4 mmの個体が最大サイズ個体，3月

に採集された 13.3 mmの個体が最小サイズ個体

であった．1，9 月では 27.5–30 mm，3 月では

15–17.5 mm，5月では 25–27.5 mmの個体は採集

されず，ヒストグラムが途切れた形になった．

イボニシのサイズ頻度分布　殻幅，殻高どち

らもサイズピ－クが増大したのは 2月であった．

殻高に関しては翌 3月もサイズピ－クが大きく

なった．どの月も新規加入の個体群を示す双峰型

のグラフにはならず，ほとんどのグラフにおいて

山は 1つしか無かった．

成長線・潮汐輪調査

エオシン染色法，スンプ法どちらにおいても，

成長線・潮汐輪を数えることはできなかった．双

眼実体顕微鏡での観察では内部成長線を確認でき

たが，本数を数えることはできなかった（Fig. 6）．

エオシン染色法での観察においては Fig. 7のよう

になった．肉眼では全く線が見えなかったため，

スンプ法を試した．スンプ法での観察においては

Fig. 8のようになった．所々に線は見えるが，本

Fig. 6．双眼実体顕微鏡で観察したアマオブネの内部成長線．

Fig. 7．エオシンで染色したアマオブネの殻断面．
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数を数えられるほど明瞭にスンプを取ることはで

きなかった．原因としては，アマオブネの殻が

非常に硬く，表面の研磨が足りなかった事が考え

られる．

　考察

1年間を通してアマオブネ，イボニシともにサ

イズ頻度分布に大きな変動がなかったため，新規

加入時期の特定には至らなかった．このことから，

新規加入は今年は無かった，もしくは，今回の調

査場所外で行われている可能性が考えられる．両

種とも潮間帯中部付近の海水のかからない場所で

採取していたため，新規個体は水中に生息してい

たと推測可能である．

過去の研究と比較すると，アマオブネに関し

ては今回の調査で 12月にサイズピ－クが増大し

ているという点では，新規個体が加入する 12月

にサイズの大きな個体は潮間帯中部に移動すると

いう野中・冨山（2000）の報告と整合性がある．

そのため，今回の調査場所よりも潮間帯下部寄り

の地点では新規加入が行われていた可能性が高い

と考えられる．

イボニシに関しては，今回の調査で 2月には

殻幅，殻高共に，3月には殻高においてサイズピ

－クが増大しているという点では，秋から冬にか

けて繁殖が行われるという吉元・冨山（2014）の

報告と関連があると推測できる．秋から冬にかけ

ての繁殖で新規個体が加入し，それらが成長し潮

間帯中部に上がってきたため 2月，3月において

サイズピ－クが増大したと考えられる．

アマオブネに関しては，成長線・潮汐輪の本

数を数えられず，2種の線ができる周期も不明で

あった．原因としては，アマオブネの殻が非常に

硬く，表面の研磨が足りなかった事が考えられる．

今回の調査をより信憑性の高いものにしてい

くには，調査範囲を広範囲に設定し，違う集団か

らも個体を採集することや，殻の研磨において複

数の方法を試すことが必要であると考えられる．
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